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1．はじめに

　本稿では，2016 年シーズンに国内で開催された

主要競技大会における，男子 110m ハードル（以下，

「110mH」とする），および女子 100m ハードル（以下，

「100mH」とする）種目のレース分析結果を報告する．

2．方法

2-1．対象選手，および対象競技会

　分析の対象は，国内男子 110mH 選手 13 名，女子

100mH 選手のべ 11 名とした．対象選手たちが出場

した以下の競技会を分析対象競技会とした．

　①第 50 回記念織田幹雄記念国際陸上競技大会（4

月 29 日，エディオンスタジアム広島・広島）

　②セイコーゴールデングランプリ陸上 2016 川崎

（5月 8日，等々力・神奈川）

　③布勢スプリント 2016（6 月 5 日，コカ・コーラ

ウェストパーク・鳥取）

　④第 100 回日本陸上競技選手権大会（6 月 26 日，

パロマ瑞穂スタジアム・愛知）

2-2．測定方法，および分析項目

　レース分析のためのビデオ撮影は，客席スタンド

に設置したデジタルビデオカメラを用いて行った

（239.7fps または 299.7fps）．スタートピストルの

閃光を映した後，各選手のハードリングの踏切脚と

ハードリング後の最初の着地（以下，「タッチダウン」

とする）が確認できるよう，追従撮影した．撮影し

た映像を基に，スタートピストルの閃光からハード

ルの踏切，およびタッチダウンの時間を読み取り，

各測定区間に要した時間を求めた．

　ハードルにおける測定区間は以下のように定義し

た．すなわち，アプローチとはスタートから 1台目

のタッチダウンまでとした．1-2区間は1台目のタッ

チダウンから 2 台目のタッチダウンまで，2-3 区間

は 2台目のタッチダウンから 3台目のタッチダウン

として，以降 9-10 区間まで同様に定義した．ラン

インは 10 台目のタッチダウンからフィニッシュま

でとした．各区間の平均疾走速度（以下，「走速度」

とする）は，各区間距離を区間の時間で除すことに

より求めた．また，ハードリングタイムは，各ハー

ドリングの踏切脚が接地した瞬間からハードリング

後のリード脚が接地する瞬間までの時間とした．イ

ンターバルランタイムは，タッチダウンから次の

ハードリング踏切脚が接地する瞬間までの時間とし

た．

3．結果

3-1．男子 110mH レース中の走速度変化と最高走速

度

　各競技会でのレース分析結果を表 1から表 4に示

した．さらに，各レースにおける分析対象者の疾走

走速度の変化を，図 1から図 4にそれぞれ示した．

　レース中の走速度は，どの選手も概ねスタート後

に高まり，最高速度が出現した後はやや低下するよ

うなパターンを示した．

3-2．女子 100mH レース中の走速度変化と最高走速

度

　表 5と表 6に女子 100mH レース中の走速度変化を

示した．また，各レースにおいて分析対象者の疾走

速度の変化を図 5と図 6に示した．

　走速度は，スタートから中盤にかけて増加し，最

高速度が出現した後は低下する変化パターンを示し

た． 
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表 1．織田記念（2016.04.29）男子 110mH A決勝　レース分析結果
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図 1．織田記念（2016.04.29）男子 110mH A決勝　疾走速度の変化
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表 2．ゴールデングランプリ（2016.05.08）男子 110mH 決勝　レース分析結果

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7 7-8 8-9 9-10

1-4

XIE. Wenjun CHN 13.36 

ZHANG. Honglin CHN 13.59 

13.61 

13.67 

7.0

7.5

8.0

8.5

9.0

9.5

1-2 2-3 3-4 4-5 5-6 6-7 7-8 8-9 9-10

5-7

OLIVEIRA. J. Vitor BRA 13.81 

13.85 

SWIFT. Greggmar BAR 14.79 

m/s m/s

図 2．ゴールデングランプリ（2016.05.08）男子 110mH 決勝　疾走速度の変化
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表 3．布勢スプリント（2016.06.05）男子 110mH 決勝　レース分析結果
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図 3．布勢スプリント（2016.06.05）男子 110mH 決勝　疾走速度の変化
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表 4．日本選手権（2016.06.26）男子 110mH 決勝　レース分析結果
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図 4．日本選手権（2016.06.26）男子 110mH 決勝　疾走速度の変化
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表 5．織田記念（2016.04.29）女子 100mH 決勝　レース分析結果
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図 5．織田記念（2016.04.29）女子 100mH 決勝　疾走速度の変化
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表 6．日本選手権（2016.06.26）女子 100mH 決勝　レース分析結果
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図 6．日本選手権（2016.06.26）女子 100mH 決勝　疾走速度の変化


